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コース の 説 明
今 日 の 急 速 に 進 展 するデ ジタ ル 時 代 に お い て 、人 工 知 能  ( A I )  が 教 育 業 界 を 変 革して います 。  A I が
教 育 を 変 革 する可 能 性 に つ い て 深く理 解 で きるように 、このコ ース は 設 計され て います 。 生 成  A I を 使って 学
習 体 験 を 向 上し、魅 力 的 なコンテンツ を 構 築 する、そして 、より包 摂 的 な 学 習 環 境 を 促 進 する方 法 を 学 び ま
す 。 A I を 活 用した 生 産 性 向 上 ツ ー ル を日 々の 教 育 の 実 践 に 導 入 するメリットに つ い ても学 び ます 。このコ ー
スを 終 了 すると、A I ツ ー ル を 活 用して 学 習 プ ロ セスを 向 上させ 、学 習 者 中 心 の エコ シス テ ムを 設 計・導 入 する
準 備 が で きます 。

学 習 目 標
このコ ース で は 、 

トレー ニング や 学 習 の アクティビティに お ける生 成  A I のさまざまな 応 用 例 を 認 識します 。
生 産 性 向 上 ツ ー ル を 使うメリットを 理 解し、ツ ー ル が 教 育 を 向 上させる可 能 性 を 探ります 。
包 摂 的 か つ 多 様 な 学 習 体 験 を 促 進 するの に 、ど のように  A I を 使 えるか 調 査します 。
A I ツ ー ル を 活 用して 、学 習 プ ロ セスを 向 上させる、学 習 者 中 心 の エコ シス テ ムを 設 計・導 入します 。

前 提 条 件
なし

10 分

教 育 に お ける生 成  A I

20 分

トレー ナ ー の 働 き方 の 改 善

15 分

A I を 使 用した 学 習 者 中 心 の 学 習

120 分

A I を 使 用したトレー ニング
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モジュール 1: 教育における生成 AI
この モ ジュー ル で は 、生 成  A I の 機 能 に つ い て 学 び ます 。また 、教 育 に お ける生 成  A I のさまざまな 応 用 例 を 深く
考 察します 。 
この モ ジュー ル を 完 了 すると:

教 育 に お ける生 成  A I の 可 能 性 を 認 識 で きます 。
A I の 限 界 を 認 識しな がら 、A I を 使 用 するメリットを 学 習 で きます 。
A I ツ ー ル を 使 用して 、学 習 に お ける認 知 的 関 与 を 向 上させる方 法 を 分 析 で きます 。
トレー ニング や 学 習 の アクティビティに お ける生 成  A I のさまざまな 応 用 例 を 認 識 で きます 。

1.0

学 習 用 生 成  A I の 威 力
生 成  A I は 、革 新 的 でインタラクティブ なトレー ニング ツ ー ル や 学 習 ツ ー ル を 通して 、教 育 を 最 適 化して います 。こ
の 動 画 で は 、職 場 の 変 化 の 様 子 や 、生 成  A I を 仕 事 に 導 入 することで 得ら れるメリットに つ い て 学 び ます 。

「 学 習 用 生 成  A I の 力 」
を 必 ずご 視 聴ください 。

学 習 用 生 成  A I の 威 力

コース  1 :  トレーナー 向 け 人 工 知 能 ツ ー ル ボックス

1.1

A I の 可 能 性と限 界 を 探る
A I は 、急 速 に 私 た ち の 日 々の 生 活 に 欠 か せ な いもの になりました 。トレー ナ ー の 仕 事 の 仕 方 、コミュニ ケ ーション 方
法 、テクノロジ ーとの 関 わり方 に 、A I は 革 命 をもたらして います 。 パ ーソナライズされ た ニュース  フィードから 、メー ル の
オ ートコンプリートの 提 案 や オンライン 会 議 の 文 字 起 こしまで 、A I は 生 産 性と効 率 性 を 向 上させる非 常 に 大 きな
可 能 性 を 示しました 。 た だし、この テクノロジ ーを 取り入 れる際 に は 、そ の 機 能と制 限 を 理 解し、責 任 を 持って 使
用 する方 法 を 学 習 することが 必 須 で す 。1

A I を 仕 事 に 導 入 すると、機 会 が 創 出されます 。 A I はコ パイロット（ 副 操 縦 士 ）として の 役 割 を 果 たし、仕 事
を 改 善 するた め の 提 案 、洞 察 、ソリューションを 提 供します 。 A I を 使うと業 務 が 合 理 化されるの で 、より高 い
レベ ル の 思 考とイノベ ーション に 時 間 を 使うことが で きます 。2

す べ て の 革 新 的 な テクノロジ ーと同 様 に 、A I に は 独 自 の 強 みと改 善 の 余 地 が あります 。 これら の 側 面 を 認 識
すると、A I をより効 果 的 に 活 用 で きるようになります 。 
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A I が 進 化し、改 善し続 け て いる分 野 は 、以 下 のとおりで す 。  

a. デ ータ の 正 確 性と多 様 性
A I シス テ ム はさまざまなソース から の デ ータ に 基 づ い て 訓 練され て い て 、
そ れら の デ ータ に は 不 正 確さ、系 統 的 バイアス 、社 会 的 バイアス が 含
まれ て いる可 能 性 が あります 。この 課 題 は 、A I シス テ ム の 継 続 的 な 学
習と改 善 の 機 会も提 供して います 。A I 生 成 コンテンツ を 批 判 的 に 評
価 することで 、私 た ち はこれら の シス テ ム の 改 良 に 貢 献 で きます 。3 

b. コンテキストの 理 解
A I にとって 、ユ ー モア 、皮 肉 、当 てこすりを 含 ん だコンテンツ の 分 析 は 困 難 かもしれま せん が 、これ が 活 発 な 研 究
開 発 分 野 で あることは 注 目 に 値します 。パターンとデ ータ に 基 づ い て 動 作 する A I の 能 力 は 、これら の ニュアンス
に 留 意しつ つ 活 用 す べ き強 み で す 。3 

c. 言 語と地 域 へ の 適 応 力
A Iインターフェイス の 中 に は 、言 語 や 地 域 に 制 限 が ある場 合 が あります 。一 方 で 、これ により、A I ツ ー ル の 機 能
と言 語 サ ポ ートを 拡 張 するた め に 継 続 的 に 取り組 み が 行 わ れ て いることが 浮 き彫りになります 。たとえ ば
Microsoft 365 の Copilot は 、現 在 主 に 英 語 で 指 示 を 処 理して いるかもしれま せん が 、言 語 範 囲 の 拡 大 は
継 続 的 に 進 めら れ て います 。3 

A I は 、仕 事と生 活 を 変 革 する強 力 なツ ー ル で す 。制 限 は あります が 、課 題 は 成 長とイノベ ーション の 機 会 を 提
供して います 。責 任 を 持って  A I を 使 い 、制 限 に 留 意 す れ ば 、生 活と仕 事 を 向 上させるの に  A I の 可 能 性 を 役
立 てることが で きます 。 制 限 が ありな がらも、責 任 を 持って  A I を 使 用 する方 法 は 以 下 のとおりで す 。

a. 使 用 するツ ー ル を 理 解 する
製 品 の 透 明 性 に 関 するメモ を 読 ん で 、A I ツ ー ル の 機 能と制 限 を 理 解 することは 、情 報 に 基 づ い た 意 思
決 定 を 行うの に 役 立 ちます 。1 

b. レビューと検 証 を する
A I 生 成 コンテンツ が 正 確 か どうか 、常 にレビューと検 証 をしてください 。重 要 な 情 報 を 扱う場 合 は 、な おさらで す 。
必 要 に 応じて 情 報 を 再 確 認してください 。3

c. 責 任 ある A I の 基 本 原 則 を 受 け 入 れる
任 ある A I の 基 本 原 則 に は 、信 頼 性 、安 全 性 、プ ライバ シ ー 、包 括 性 、透 明 性 、アカ ウンタビリティが 含まれ て い
ます 。プ ライバ シ ーを 尊 重し、差 別 を 回 避し、公 平 性 を 促 進 する方 法 で  A I を 使うことが 重 要 で す 。3

1.2

認知的関与と AIツール 
生 成  A I は 、創 造 性 、生 産 性 、スキ ル の 向 上 に 役 立 ちます 。A I をワ ークフロ ー に 統 合 すると、学 習 者 の 関 与 を 促
進させるた め に 時 間 を 確 保 で きるようになります 。学 習 者 の 認 知 的 関 与 は 、受 動 的 なアクティビティの 間 に は 減 少
します が 、インタラクティブ なアクティビティの 間 に は 増 加します 。深 い 認 知 的 関 与 は 、より高 い レベ ル の 学 習 成 果 に
つ な がります 。以 下 の 表 は 、学 習タイプ、定 義 、学 習タイプ に 対 応 する学 習 者 の アクティビティの 例 の 一 覧 で す 。4

AI 
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学 習タイプ 意 味 例  

受動的 学 習 者 は すぐに やりとりすることなく、
学 習 コンテンツ から 情 報 を 吸 収しま
す 。 

動 画 を 視 聴 する
記 事 を 読 む

能 動 的  学 習 者 は 積 極 的 に 学 習 コンテン
ツとインタラクトします 。 

読 書 中 に マ ーカ ー で 塗ったり、
下 線 を 引 い たりする
言 い 換 えな がら 書く 

建 設 的  学 習 者 は 独 自 のコンテンツ を 生 成
し、学 習 教 材 を 使って 知 的 能 力 の
発 達 を 促 進します 。

概 念 を 自 分 で 説 明 する
コン セプトマップ を 描く
問 題 解 決 の 質 問 に 回 答 する

インタラクティブ 学 習 者 は 積 極 的 な 対 話 に 取り
組 み 、建 設 的 な 学 習 成 果 に 相
互 に 貢 献します 。 

与 えら れ た 答 え の 正 当 性
を 議 論 する

A I 活 用 ツ ー ル は 実 践 的 な 没 入 型 学 習 体 験 を 提 供 することで 、学 習 者 の 関 与 を 向 上させることもで きます 。 
抽 象 的 な 概 念 を 現 実 のものとして 、積 極 的 な 参 加 を 促し、より深 い 理 解 を 促 進 することもで きます 。さら に 、A I を
活 用した 教 育 用 ゲ ーム やクイズ を 使うと、学 習 がより楽しく、インタラクティブ になり、学 習 者 の 熱 意と参 加 が 高まり
ます 。5  これら  A I 活 用 ツ ー ル の 例 に は 、  Microsoft のリー ディング  コ ー チ や 検 索 コ ー チ など が あります 。

a. リー ディング コ ー チ は 、パ ーソナライズされ たトレー ニング の 取り組 み を サ ポ ートするように 設 計され た ツ ー ル で す 。
魅 力 的 な 方 法 で 学 習 者 の 音 読 スキ ル を 向 上させるた め のインタラクティブ なアクティビティや 演 習 を 提 供しま
す 。リー ディング コ ー チを 使うと、学 習 者 が 困 難 を 感じて いる分 野 に 特 化した 、的 を 絞った 演 習 問 題 を 作 成 で
きます 。これ により、楽しい アクティビティを 通して 、発 音と流 暢さに 関 する指 導 を 行 えます 。 6 

b. 検 索 コ ー チ は 、オンライン 検 索 を 改 善 するた め に 関
連 情 報 を 提 供 するように 設 計され た ツ ー ル で す 。
検 索 コ ー チを 使うと、学 習 者 は 自 信 を 持ってオンラ
イン の 資 料 を 検 索し、信 頼 で きるソースと信 頼 で き
な いソースを 区 別 で きます 。7 

c. スピ ーカ ー  コ ー チ は 、学 習 者 の プ レ ゼンテ ーション 能
力 改 善 を サ ポ ートするた め に 設 計され た ツ ー ル で す 。 
スピ ーカ ー  コ ー チを 使うと、プ レ ゼンテ ーション の 練 習
が で き、また 学 習 者 の 強 みと改 善 点 に つ い てフィード
バックを 得ら れます 32。 これ により、話しす ぎ たり、スライ
ドを 単 に 読 み 上 げるたりするの で は なく、分 かりや す
い プ レ ゼンテ ーション が で きるようになります 。 

Search... 

追 加 資 料  
学 習 の 旅 を 続 けるに は 、 以 下 にアクセスしてください 。  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/paths/enrich-learning-experience-microsoft-edge-browser/ 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/develop-search-strategies-search-coach-search-pr
ogress/  
https://learn.microsoft.com/ja-jp/ai/ 
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モジュール 2:  トレーナーの働き方の改善
この モ ジュー ル で は 、教 育 現 場 で 生 成  A I を 使 い 、タスクを 合 理 化し、効 率 を 上 げる方 法 に 関 する使 用 事
例 を 紹 介します 。 
この モ ジュー ル を 完 了 すると:

レッスン 計 画 の 準 備とレッスン 教 材 の 作 成 に お い て  A I 活 用 ツ ー ル を 利 用した 実 際 の 応 用 例 を 理
解 で きます 。 
コンテンツ 制 作 の 際 に 、A I が ど のように 役 立 つ か を 分 析 で きます 。
教 育 現 場 に お い て  A Iとのコラボレーションとコミュニ ケ ーション の 可 能 性 を 認 識 で きます 。
A I 活 用 ツ ー ル が 学 習 過 程 で の 評 価 プ ロ セスをど のように 変 革 で きるか を 学 習 で きます 。

2.0

レッスン 計 画 の 作 成 に  A I を 活 用 する
レッスン 計 画 は 、学 習 者 にとって 効 果 的 で 魅 力 的 な 学 習 体 験 を 設 計 するの に 役 立 ちます 。そ の た め 、レッスン
計 画 の 作 成 はトレー ナ ー に 必 須 の スキ ル で す が 、時 間 が か かり、大 変 な 作 業 になる場 合 が あります 。学 習 者
の 多 様 な ニ ーズ に 対 応しな がら 、限ら れ たリソース のもと、複 雑 な テ ー マ を 扱う場 合 は な おさらで す 。 ここで  A I が
役 立 ちます 。 A I ツ ー ル をトレー ニング に 導 入 することで 、トレー ナ ー は 学 習 者 を 引 きつ け 、創 造 性 を 育 む 革 新 的
な 方 法 を 実 践 で きます 。以 下 で 、生 成  A I を 使ってトレー ニング を 向 上させる方 法 を 理 解してください 。 
a. 学 習 目 標 の 構 築

セッション の 目 標 を 作 成 する際 は 、学 習 者 の ニ ーズ を 理 解 することから 始 めることが 重 要 で す 。  Bingチャットな
ど の 生 成  A I ツ ー ル は 、学 習 目 標 を 作 成 するた め に 関 連 するキーワ ード、概 念 、スキ ル を 提 案してくれます 。
Microsoft Excel の Copilot 機 能 など の  A I ツ ー ル は 、現 在 の 学 習 者 の パフォー マンス に 関 するデ ータを 生 成し、
学 習 ギャップ を 特 定してくれます 。8

b.研 究 プ ロ セス の 合 理 化
テ ー マ に 関 連 する新しい 情 報 を 理 解 するに は 時 間 が か かる場 合 が あります 。  Bingチャットなど の ツ ー ル を 使 え
ば 、長 い 記 事 から 主 要 な 知 見 を 要 約したり、概 念 を 実 証 するた め の 関 連 事 例 を 取 得したりで きるの で 、タス
クをより効 率 的 に 行うことが で きます 。9

c. 評 価 の 作 成
A I 評 価 ツ ー ル を 利 用 す れ ば 、学 習 者 の 進 捗 状 況と成 果 を 測 定して 、批 判 的 思 考 を 促 す 作 文 の テ ー マ や
クイズ、テスト、課 題 を 作 成 で きます 9 。たとえ ば  Microsoft Forms を 使うと、トレー ナ ー は オンライン のクイズ や アン
ケ ートを 作 成して 、すぐに 採 点 や フィード バックを 行うことが で きます  1 0 。

d.フィードバックの提供
A I ツ ー ル は 学 習 者 の 成 績 デ ータを 分 析して 、得 意・不 得 意 を 特 定 することによって 、パ ーソナライズされ たタイム
リー なフィード バックを 学 習 者 に 提 供 で きます 。たとえ ば  Microsoft の A I 活 用 ツ ー ル リー ディング コ ー チを 使うと
、トレー ナ ー は 間 違 え た 箇 所 を 強 調 表 示したり、修 正 を 提 案したり、パ ーソナライズされ た 練 習 の 機 会 を 提 供し
たりして 、読 み 書 きに 苦 労して いる学 習 者 にフィード バックを 提 供 で きます 。   11 

e. 文 書 の 質 の 向 上
Microsoft Word など の 文 書 作 成 アプリケ ーション に 統 合され て いる A I を 使 え ば 、レッスン 計 画 の 作 成 時
にリア ル タイム の サ ポ ートを 利 用 で きます 。文 書 作 成 のコンテキストが 最 適 化され 、表 現 や 書 式 設 定 が 提
案されます 。1 2

トレー ナ ー 向 け 人 工 知 能 ツ ー ル ボックス  5 



  

  

 

   

  
  

 

2.1

コンテンツ 制 作 を サ ポ ートする A I の 役 割
A I ツ ー ル は 、トレー ナ ー の 専 門 知 識 を 補 完 するアイデ ア を 生 成 で きま
す 。トレー ニング 目 標 に 合った 提 案 や お す す め をしたり、パ ーソナライズさ
れ た 学 習 教 材 を 作 成したりもで きます 。トレー ニング コンテンツ の 制
作 に  A I ツ ー ル を 使う場 合 、イン パクトの ある、パ ーソナライズされ た 学 習
体 験 を 生 み 出 す の に  A I を 活 用しな がらも、教 材 に 対 するす べ て の
権 限 は 維 持されます 。 A I が 教 育 コンテンツ の 制 作 を サ ポ ートで きる
方 法 は 、以 下 のとおりで す 。 

AI
a. 教 材 の 開 発

習 者 は 教 材 に 熱 心 に 取り組 ん で いるとき、最もよく情 報 を 記 憶します 。  Microsoft PowerPoint の Copilot な
ど の  A I  活 用 ツ ー ル を 使うと、他 の 文 書 からコンテンツ を 取 得して 、迅 速 にインタラクティブ なコンテンツ を 制 作
で きます 。 単 純 なプ ロンプトを 使 い 、画 像 や ア ニメーションを 追 加 で きるの で 、関 連 性 を 確 保しな がら 視 覚 的
に 魅 力 的 なコンテンツ を 簡 単 に 制 作 で きます 。8

b. マ ル チメディア コンテンツ の 構 築
写 真 や 動 画 、インタラクティブ なリソースを 使うと、学 習 はもっと楽しくなります 。13 でも、関 連 するメディア を 見 つ け
るの は 困 難 で 、時 間 が か かる場 合 が あります 。   Bingイメージクリエ ーター や  Microsoft Designer など の ツ ー ル を
使 え ば 、プ ロンプトを 使って 新しいイメージ を 作 成 で きます 。14 

c. 考 えさせる質 問 の 作 成
良 い 質 問 は 、学 習 者 の 批 判 的 思 考 を 刺 激し、有 意 義 な 議 論 を 引 き出 すことが で きます 。9  Bingチャットなど
の ツ ー ル を 使うと、A I を 活 用して 、考 えさせる質 問 を 作 成 で きます 。 これら の 質 問 は 、学 習 者 が 自 分 の 知 識 を
分 析・統 合・応 用 するの に 役 立 ち 、テ ー マ に つ い て のより深 い 理 解 が 促 進されます 。8

d.学 習 補 助 教 材 の 作 成
学 習 者 が 新しい 知 識 を 確 実 に 習 得したことを 確 認 する方 法 の  1  つ は 、教 え た 概 念 に つ い てクイズ を 出 す
ことで す 。 生 成  A I を 利 用 す れ ば 、複 数 の 選 択 肢 の 質 問 、フラッシュカ ード、語 彙 の 定 義 、テキストの 要 約 を 生
成 で きます 。14 

2.2

Microsoft 365 Copilot によるトレーナー の 生 産 性 の 再 発 明
今 日 の 変 化 する世 界 で は 生 産 性 が 重 要 で す 。  Microsoft 365 Copilot を 使 え ば 、作 業 を 効 率 化し、成 果 を 改
善 で きるの で 、生 産 性 が 向 上します 。方 法 は 、以 下 のとおりで す 。  
a. コンテンツ を 執 筆 、編 集 、要 約 、制 作 する

Microsoft Word に 統 合され た Copilot は 、トレー ナ ーを サ ポ ートで きます 。 簡 潔 なプ ロンプトを 与 えると、必
要 に 応じて 他 の 文 書 から 関 連 する情 報 を 統 合して 、最 初 の 下 書 きを 生 成します 。また 、コンテンツ がより明
確 になるように 、内 容 の 改 善 を 提 案したり、セクションを 言 い 換 え たりもします 。8  Copilot を 使 え ば 、魅 力 的
なコンテンツ を 制 作したり、レッスン 計 画 を 作 成したり、複 雑 な テ ー マ を 効 果 的 に 要 約したりで きます 。 お 試し
い た だ けるプ ロンプトの サンプル は 、以 下 のとおりで す 。

[ 既 存 の 学 習 教 材 ]  の 情 報 を 使って 、レッスン 計 画 の 下 書 きを 生 成して 。
フォー マ ル なトーンを 維 持しな がら 、第  1  ～  3  段 落 をもっと分 かりや すくして 。
既 存 の レッスン 計 画 の デ ータを 処 理して 、トピックを 生 成して 。

b. デ ータを 分 析・調 査 する
Microsoft Excel の Copilot を 使うと、学 習 者 の デ ータ の 分 析 を 簡 素 化 で きます 。 自 然 言 語 で   Copilot に 質
問して 、相 関 を 調 査し、さまざまな 仮 説 シ ナリオ を 検 討 で きます 。 デ ータ に 基 づ い た 洞 察 を 作 成 するの に 、複 雑
な 数 式 を 使う必 要 は ありま せん 。 8 お 試しい た だ けるプ ロンプトの サンプル は 、以 下 のとおりで す 。

学 年と科 目 ごとに 分 類され た 学 習 者 の 成 績 の 分 析 結 果 を 示して 。
トレー ニング 方 法 の 変 更 が 学 習 者 の エン ゲ ージメントに 及 ぼ す 潜 在 的 な 影 響 を 分 析して 。[ 方
法  A ]  と [ 方 法  B ]  を 比 較して 視 覚 的 に わ かりや すく説 明して 。
学 習 者 の 出 席 状 況 が 試 験 の 得 点 に 及 ぼ す 影 響 を 示 す モ デ ル を 開 発して 。
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c. アイデ ア や 学 習 教 材 を 素 晴らしい プレゼンテーションに する
トレー ナ ー に は 、利 用 で きる教 材 が 豊 富 に あります 。   Copilot を 使うと、既 存 のドキュメントをスピ ーカ ー  ノートや 参
考 文 献 が 含まれ た 魅 力 的 なスライドショー に 変 換 で きます  8 。 また 、プ レ ゼンテ ーションをア ニメーション 化したり、
装 飾したりすることもで きるの で 、学 習 者 にコンテンツ を 伝 えるの に 多くの 時 間 を 費 や せます 。 お 試しい た だ け
るプ ロンプトの サンプル は 、以 下 のとおりで す 。 

5  枚 の スライドの プ レ ゼンテ ーションを 作 成して 。 そ の 後 、この 研 究 文 書 をもとにして 、関 連 するストック 画
像 を 組 み 込 ん で 。 
この プ レ ゼンテ ーションをスピ ーカ ー ノートに 要 約して 。
これら の ポイントを 効 果 的 に 伝 える、簡 潔 で 視 覚 的 に 魅 力 的 なスライドショーを 作 成して 。
情 報 の 流 れ が きち んと整 理されるようにスライドを 並 び 替 えて 。

d. メー ル 作 成 の 時 間 を 節 約 する
ー ル を 作 成 するの は 、大 変 で 時 間 が か かる場 合 が あります 。 Outlook の Copilot など の 生 成  A I ツ ー ル を 使
え ば 、コミュニ ケ ーションを 改 善 で きます 。   Copilot は 、プ ロフェッショナ ル なトーンを 維 持しな がら 、メー ル  スレッドを
短 縮して 、メー ル を 書くことが で きます ⁸ 。 お 試しい た だ けるプ ロンプトの サンプル は 、以 下 のとおりで す 。 

先 週 休 ん で い た 間 に 確 認 で きな かったメー ル の 概 要 を 説 明して 。 重 要 な 項 目 は 強 調 表 示して 。
先 週 の 学 習 者 から の 問 い 合 わ せ に 対して 、 回 答 の 下 書 きを 作 成して 。  2  番 目と 3 番 目 の
点 に 関して 、さら に 詳 細 を 追 加して 。

e. 情 報 を 作 成 、取 得 、整 理 、想 起 する
Microsoft OneNote の Copilot は 、メモ を 取る パ ートナ ーとして 、計 画 や アイデ ア の 生 成 、リストの 作 成 、情 報 の 整
理 などをしてくれます 。 要 約 、書 き換 え 、書 式 設 定 、視 覚 的 コンテキストの 追 加 によって 、既 存 の テキストを 変 換
することもで きます 15。 たとえ ば 、効 果 的 なコミュニ ケ ーション に 関 するトレー ニング  セッションを 準 備 するの に 、
Copilot を 活 用して 計 画 を 立 て 、セッションを 企 画 することが で きます  15。 お 試しい た だ けるプ ロンプトの サンプル
は 、以 下 のとおりで す 。 

効 果 的 なコミュニ ケ ーション に 関 するトレー ニング セッション の テ ー マ を 作 成して 。
チ ームビル ディング トレー ニング セッションで の アイスブ レイク アクティビティのリストを 生 成して 。
バ ー チャル のトレー ニング セッションを 準 備 するの に 、チェックリストを 作 成して 。

f. オンライン  トレーニング  セッションを 企 画・実 施 する
トレー ナ ー にとって 、Teams の Copilot は 、トレー ニング  セッションを 企 画・実 施 するた め の 貴 重 なツ ー ル になる場
合 が あります 16。 たとえ ば 、トレー ナ ー は  Copilot を 使って 、トレー ニング  アクティビティの アイデ ア を 生 成したり、セッ
ション の 準 備 の た め の  ToDo リストを 作 成したり、トレー ニング  セッション の 覚 えて おくべ き重 要 な 点 を 要 約した
りで きます 15。 お 試しい た だ けるプ ロンプトの サンプル は 、以 下 のとおりで す 。 

前 回 のトレー ニング セッション のフィード バックの 概 要 を 作 成して 。
トレー ニング セッション の 参 加 者 に 送る、セッション の 覚 えて おくべ き重 要 な ポイントを 記 載したメー ル の
下 書 きを 作 成して 。
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2.3

オンライン 学 習 に お けるコラボレーションと会 議 の 強 化
オンライン 学 習 環 境 で は 、効 果 的 なコラボレーションとコミュニ ケ ーション が 欠 か せま せん 。 学 習 者 やトレー ナ ー がさ
まざまな 場 所 から 集まって いるの で 、物 事 をしっかり把 握 するの が 困 難 な 場 合 が あります 。 そこで  A I ツ ー ル の 登
場 で す 。 この 強 力 なツ ー ル をチ ーム のコラボレーション  セッション や 会 議 の 間 や そ の 前 後 に 使 え ば 、情 報 の 流 れ
を 改 善して 、時 間 を 節 約し、生 産 性 を 向 上させ 、フラストレーションを 軽 減 で きます  17。 

a. 会 議 の ス ケジュー ル 設 定
A I ツ ー ル を 使ってコラボレーションを 向 上させる方 法 の  1  つ は 、会 議 の ス ケジュー ル 設 定 の 自 動 化 で す 。誰
が い つ 参 加 で きるか を 把 握しようとして 時 間 を 無 駄 に する代 わりに 、ボットが 招 待 者 のカレンダ ーと空 き状 況
に 基 づ い て 会 議 を 自 動 的 にス ケジュー ルし、カレンダ ー の 招 待 を 事 前 に 入 力してくれます 。ボットは 専 門 知 識
や 役 割 、関 係 など に 基 づ い て 、招 待 す べ き他 の 人 た ちを 特 定 することさえで きます  17。

b.ドキュメントへのアクセスを合理化
I ツ ー ル を 使 え ば 、チ ーム 会 議 用 の 適 切 な 文 書 や 資 料 へ の アクセス が 容 易 になります 。 たとえ ば 、文 書 や 図
面 の 共 有・修 正・更 新 を 行う会 議 を 毎 週 開 催して いる開 発 チ ーム の 場 合 、必 要 な 文 書 を 特 定し、各 文 書
の 最 新 版 にアクセスして 、会 議 の 開 始 前 に す べ て の チ ーム  メン バ ー が そ れらを 利 用 で きるようにしてくれる A I
ツ ー ル が 役 に 立 つ でしょう 17。

c. 管 理タスクの 自 動 化
議 中 に 、A I ツ ー ル は 扱って いるテ ー マ や 使 用され て いる主 要 な 単 語 に 基 づ い て 、会 議 に 役 立 つ  Web リンク 、
動 画 、文 書 など の 追 加 の 関 連 情 報 や 資 料 を 自 動 的 に 特 定し、提 示してくれます 。 会 議 メモを 取ったり、アク
ション  アイテ ムを 作 成したり、承 認 を 取 得したり、タスクを 割り当 て たりもで きます 。17 

d.会 議 後 の サ ポ ート
会 議 後 は 、A I ツ ー ル を 使って 、割り当 てら れ たタスクと期 限 をフォロ ーアップしたり、会 議 の 内 容 をテキスト
に 書 き起 こしたり、要 約したりで きます 。また 、テ ー マ ごとの 重 要 な 情 報 にアク セスしたり、自 分 の 名 前 が い
つ 言 及され た か を 把 握したりする簡 単 な 方 法 を 提 供 することもで きます 。17 

A I ツ ー ル を 使うと、環 境 を 超 えて 拡 張 可 能 か つ ユ ー ザ ー  フレンドリー な 方 法 で 、音 声と動 画 に つ い て の 課 題 を
克 服 することもで きます 。 たとえ ば Microsoft Teams を 使 え ば 、高 品 質 の 音 声と動 画 で 臨 場 感 あ ふ れる魅 力  
的 な バ ー チャル  レッスンを 円 滑 に 行 えます 。これ により、よりつ な がりを 感じら れる、アクセスしや す い 遠 隔 学 習 が 可
能 になり、トレー ナ ーと学 習 者 の 間 の ギャップ を 埋 めることが で きます 。 Microsoft Teams で は 、仮 想 ア シスタント、画
像 キャプション、テキスト読 み 上 げ など の 追 加 機 能 が 提 供され て いるの で 、これまで に あった 境 界 を 超 えて 教 育 を
実 践 で きます 18。 
Microsoft Teams など の  A I 活 用 ツ ー ル の 使 用 によるメリットは 、以 下 のとおりで す :  
a. エン ゲ ージメントの 向 上 。 A I を 使うと、教 育 者 が 新しい 概 念 を 説 明して いる間 に 、学 習 者 はライブ の アクティビティ

に 参 加 で きます 。19,13

b.より効 果 的 なコミュニ ケーション 。 A I によるリア ル タイム の 翻 訳と字 幕 を 活 用 す れ ば 、より効 果 的 なコミュニ ケ ー
ション が で きます 。 19,13

c. より良 いコラボレーション 。 A I コンテンツ  ジェネ レーターを 使うと、グル ープ で の 学 習 プ ロ セス へ の 参 加 が 容 易 に
なります 。これ により、プ ロジェクトや デ モ で の 共 同 作 業 が 、はるか に 簡 単 になります 。  19,13
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2.4

生 成  A I を 利 用した 評 価とフィードバック
評 価 は 指 導 に 不 可 欠 で 、学 習 体 験 を 作る際 に は 修 正 の 必 要 が あります 。 評 価 に は 、形 成 的 評 価と
総 括 的 評 価 の  2  種 類 が あります 。  20 
a. 形 成 的 評 価

形 成 的 評 価 は レッスンを 通して 行 わ れ 、学 習 者 がさら に 練 習
する必 要 が ある概 念 を 、学 習 者とトレー ナ ー の 双 方 が 理 解 する
の に 役 立 ちます 。形 成 的 評 価 の 目 標 は 、単 元 を 通して 学 習 者
の 進 捗 状 況 を 評 価 することで す 。 形 成 的 評 価 で は 、正 確さを
評 価 する必 要 は ありま せん 。 学 習 者 は 、形 成 的 評 価 の 成 績
結 果 に 基 づ い てトレー ナ ー が 行うフィード バックを 頼りにします 。20   

b. 総 括 的 評 価
総 括 的 評 価 は 、通 常 、学 習 者 のコンテンツ の 習 熟 度 を 測 定
するた め に 、単 元 の 最 後 に 行 わ れます 。形 成 的 評 価 が 正 確
性 に つ い て 採 点され ず、トレー ナ ー のフィード バックを 頼りに するの
に 対し、総 括 的 評 価 は 採 点され 、最 終 評 価 になります 。 A I ツ
ー ル を 使うと、トレー ナ ー は 革 新 的 な やりか た で 総 括 的 な 評 価
を 設 計 で きるようになります 。20   

たとえ ば 、従 来 通り筆 記 試 験 や エッセイを 課 す 代 わりに 、学 習 者 に  Microsoft Sway、 Microsoft PowerPoint、 
Microsoft Clipchamp を 使ってプ レ ゼンテ ーションを 作 成 するように 求 めることが で きます 。 プ レ ゼンテ ーション は 、学
習したスキ ル の 理 解と応 用 の 総 括 的 評 価として の 役 割 を 果 たします 。この 種 の 総 括 的 評 価 により、学 習 者 は
学 ん だ スキ ル を 実 践 的 か つ 適 切 な 方 法 で 応 用 することが で きます 。また 、自 分 の アイデ ア を 効 果 的 に 伝 えるプ レ
ゼンテ ーション の スキ ル や 能 力 に つ い てフィード バックを 受 ける機 会 を 得ら れます 。20  

2.5

生 成  A I を 利 用した 学 習 者 の 自 己 評 価
教 育 に お い て 、自 己 評 価 は 学 習 者 の 成 長と発 達 を 促 す の に 欠 か せま せん 。 自 分 の 強 みと改 善 す べ
きところを 認 識 することが 、潜 在 能 力 を 最 大 限 に 解 き放 つ 鍵となります 。2 1 , 2 2

Azure OpenAIなど の サ ービ スを 活 用 すると、学 習 者 の 成 績 デ ータを 分 析して 、パ ーソナライズされ た 学 習 体
験 を 提 供 で きる A I を 作 成 で きます 。 A I は 、アダ プティブ ラー ニング の ア ル ゴリズムを 通して 、学 習 者 一 人
ひとりの 学 習 スタイル と進 捗 状 況 に 合 わ せ てコンテンツと演 習 を 調 整して 、一 人も落 ちこ ぼ れ を 出さな い
ように することが で きます 。2 3 , 2 4

A I は 時 間 や 場 所 に 制 限されることが な い の で 、学 習 者 は い つ でも質 問したり、疑 問 を 解 消したり、情 報
にアクセスしたりで きます 。これ により、継 続 的 な 学 習 体 験 が 培 わ れます 。疑 問 が あ れ ば 、学 習 者 は 自
分 の 学 習 内 容 を  A Iと共 有して 、分 析とフィード バックをもらったり、改 善 方 法 に つ い て 指 導 を 受 け たりで
きます 。1 2  よって 、学 習 者 はリア ル タイムで 自 分 の 学 習 を 管 理して 、い つ でも改 善 することが で きます 。 
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エス ナ の 体 験 を 例として 見 て みましょう。エス ナ は 英 国 チョーリー 出 身 の  1 4  歳 の 学 習 者 で す 。 彼 女 は 、1  年 間
の 新 型 コ ロナウイル ス 関 連 の 混 乱 後 、数 学 に つ い て いくの に 苦 労して いました 。エス ナ の 両 親 は サ ポ ートが 必 要
だと認 識し、A I を 活 用した オンライン 数 学 個 別 指 導 サ ービ スを 提 供 する夏 季 プ ログラムを 受 講させました 。この
プ ログラム は 、A I を 使ってエス ナ が 苦 労して いる分 野 を 検 出し、彼 女 用 にカスタマイズされ た 学 習 パスを 設 計して
くれます 。 パ ーソナライズされ た 学 習 計 画 を 実 行 することで 、学 習 者 は 自 分 の 得 意 なところと苦 手 なところを 明
確 に 把 握し、自 分 の 能 力 に 本 当 に 自 信 を 持 てる道 を 追 求 することが で きます 。22 

追 加 資 料  
学 習 の 旅 を 続 けるに は 、 以 下 にアクセスしてください 。  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/leverage-ai-tools/4-use-ai-embedded-everyday-a
pplications 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/introduction-microsoft-365-copilot/3-how-copilot
-works  
https://www.linkedin.com/learning/streamlining-your-work-with-microsoft-bing-chat?trk=course_title
&upsellOrderOrigin=default_guest_learning  
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/teach-forward-best-strategies-hybrid-remote-blen
ded-learning/learning-assessments 
https://www.youtube.com/watch?v=ebls5x-gb0s  
https://www.youtube.com/watch?v=S7xTBa93TX8  

https://www.youtube.com/watch?v=B2-8wrF9Okc  
https://www.youtube.com/watch?v=FCfwc-NNo30  
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モジュール 3: AIを利用した学習者中心の学習 
この モ ジュー ル で は 、一 人 ひとりに 合うようにカスタマイズされ た 包 摂 的 な 教 育 体 験 を 創り出 す の に  A I を 活 用 す
る方 法 を 紹 介します 。 個 々の 学 習 スタイル に 合うように 調 整され たアダ プティブ ラー ニング プ ラットフォーム 、A I を
活 用したフィード バック シス テ ム 、学 習 者 の 多 様 な ニ ーズ に 合 わ せ て パ ーソナライズされ たコンテンツ 配 信 に つ い て
学 び ます 。 
この モ ジュー ル を 完 了 すると:

パ ーソナライズされ た 学 習 の 主 要 な 概 念 を 理 解 で きます 。
包 摂 的 か つ 多 様 な 学 習 体 験 を 促 進 するた め に 、ど のように  A I を 導 入 で きるか を 調 査 で きます 。

3.0

生 成  A I  を 利 用した 学 習 の パ ーソナライズ 化
パ ーソナライズされ た 学 習 は 、そ れ ぞ れ の 学 習 者 の ニ ーズ、興 味 、選
択 に 最も適した 方 法 で 学 習 者 を サ ポ ートする方 法 で す 。以 下 で 、
パ ーソナライズされ た 学 習 に 適 用 で きる要 素 を いくつ か 説 明します 。
a. 状 況 に 応じたアクティビティ

学 習 者 が 学 習 を 個 人 的 な 生 活 や 文 化 に 結 び つ けると、学 習
に は ずみ が つ きます 。 このようなアクティビティを 行うと、獲 得した 知 
識 がより関 連 付 けら れ て 、そ れ により、学 び のイン パクトがより強く
なります 2 5 。

b.学 習 に お ける自 主 性
自 分 の 学 習 目 標 を 設 定 する権 限 を 与 えら れ た 学 習 者 は 、自 分 の 教 育 の 道 筋 を 描 い て 、間 違 い から 学 べ
るようになります 2 5 。

c. 独 自 性 の 認 識
あら ゆる学 習 者 は 一 人 ひとりユ ニ ークで 、幅 広 い ニ ーズ、興 味 、能 力 を 持って います 。個 別 の 特 性 や 違 い
が 認 識されると、学 習 者 はより尊 重され て いると感じ、そ の 結 果 、コンテンツ の 理 解 力 が 向 上します  2 5 。

d.学 習 の 自 由
学 習 者 が 学 習 パスを 自 由 に 選 択 で きると、モ チ ベ ーションと定 着 率 が 向 上します 。 選 択 肢 を 提 供されると、
学 習 者 は 自 分 の ニ ーズ に 合った 学 習 パスを 選 び や すくなります  2 5 。

従 来 の 教 育 は 、多くの 場 合 、教 育 者 が 大 人 数 の 学 習 者 の 前 で 科 目 を 講 義し、全 員 が 同 時 に 学 習 すること
を 中 心 に 展 開します 。 た だし、この 方 法 で は 、各 学 習 者 が ユ ニ ークで 、そ れ ぞ れ 独 自 の 学 習 スタイル とペ ース が
あるという事 実 が 見 落とされ て います 。パ ーソナライズされ た 学 習 は 、そ れ ぞ れ の 学 習 者 の 能 力 、ニ ーズ、興 味 に
基 づ い て 学 習 体 験 を 設 計 することで  2 5 、この 問 題 に 対 処します 。 
テクノロジ ー は 、パ ーソナライズされ た 学 習 を サ ポ ートする上 で 重 要 な 役 割 を 果 た すことが で きます 。  Microsoft 
OneNote や Microsoft Teams など の ツ ー ル は 、トレー ナ ー が 学 習 者 の エン ゲ ージメント、ウェル ビ ーイング、コラボレーシ
ョンを 認 識・追 跡・強 化 するの を サ ポ ートで きます 。 A I 活 用 ツ ー ル が パ ーソナライズされ た 学 習 をど のように サ ポ ート
で きるか を 見 て みましょう 2 5 。 

a. トレー ナ ー は  Microsoft OneNote を 使って 、セッション 中 に 学 習 者 ごとに 、パ ーソナライズされ たノートブックを 作 成
で きます 。 そ の 後 、個 別 のノートブックで 、各 学 習 者とコンテンツ や 課 題 、フィード バックを 共 有します 。たとえ ば 、トレ
ー ナ ー は 特 定 の テ ー マ に 関 する動 画 を 共 有し、各 学 習 者 の 興 味 や 学 習 ニ ーズ に 基 づ い て 、個 別 のフォロ ーア
ップ の 質 問 を 出 す かもしれま せん 。 Microsoft OneNote を 使って 各 学 習 者 の 進 捗 状 況 を 追 跡し、課 題 に つ
い て パ ーソナライズされ たフィード バックを 提 供 することもで きます 2 5 。

b. 学 習 者 が 少 人 数 のグル ープ で 仮 想 的 に 作 業 する際 に 、トレー ナ ー は   Microsoft Teams を 使 い 、同 期 型 学 習
を 促 進 で きます 。 トレー ナ ー は 学 習 者グル ープ の チ ームを 作 成して 、さまざまなプ ロジェクト グル ープ の チャネ ル を
設 定します 。 学 習 者 は   Microsoft Teams を 使ってアイデ ア を 共 有し、進 捗 状 況 に つ い て 議 論して 、お 互 い の
学 習 に つ い てフィード バックを 提 供 で きます 。トレー ナ ー は 、各グル ープ が プ ロジェクトに 取り組 む 間 、この アプリケ ー
ションを 使って パ ーソナライズされ たフィード バックとサ ポ ートを 提 供 することもで きます 。たとえ ば 、チャット機 能 を 使っ
てグル ープ の 執 筆した 内 容 に つ い てリア ル タイム のフィード バックを 提 供 で きます 。 動 画 通 話 機 能 を 使って 各グ
ル ープ とバ ー チャル 会 議 を 開 催して 、進 捗 状 況 に つ い て 議 論 することもで きます  2 5 。

トレー ナ ー 向 け 人 工 知 能 ツ ー ル ボックス  11 



パ ーソナライズされ た 学 習 に  A I を 採 用 すると、大 きなイン パクトが 得ら れます 。A I を 活 用 す れ ば 、各 学 習 者 に 特
有 の ニ ーズ に 対 応し、魅 力 的 か つ 効 率 的 で 、多 様 な 教 育 環 境 を 促 進 で きます 。 このような 取り組 み を 採 用 す
ることで 、学 習 者 の 可 能 性 を 最 大 限 に 発 揮 する準 備 がしっかりと整 います 。 

3.1

A I によって 強 化され たグル ープ 協 働 学 習
A I を 活 用したコミュニ ケ ーション  ツ ー ル や コラボレーション  ツ ー ル によって 、教 育 が 再 定 義され て います 。これら の ア
プリケ ーション に は 音 声 、動 画 、メッセージング、チャット、タスク 管 理 など のさまざまな 機 能 が 統 合され て います 。 そ の
結 果として 、よりダイナミックか つインタラクティブ で 、生 産 的 な 学 習 を 促 す 、汎 用 性 の 高 い プ ラットフォーム が あります 。 

共 同 学 習 は 、学 習 者と関 わ れるように する強 力 なツ ー ル で す 。 少 数 の 学 習 者 内 で 共 同 学 習 を 行うと、エン ゲ
ージメントが 強 化され 、ピア  ラー ニング が 促 進され て 、多 様 な 学 習 者 の スキ ル に 対 応 で きます  26,27。 A I の 導 入 によ
り、共 同 学 習 は ずっと効 果 的 か つ 効 率 的 になりました 。 
共 同 学 習 は 、同 期 学 習また は 非 同 期 学 習 の 際 に 実 施 で きます 。ブ レン ディッド ラー ニング の 普 及 具 合 を 考 え
ると、コラボレーションを 効 果 的 に サ ポ ートするオンライン 学 習 環 境 を 構 築 する必 要 が あります  28。 これ を 円 滑 に 行
う方 法 の  1  つ は 、  Microsoft Teams など の テクノロジ ーを 活 用 することで す 。これら の ツ ー ル を 活 用 することにより、
学 習 者 はリア ル タイムで 互 い に 協 力し、アイデ ア を 共 有し、一 緒 にプ ロジェクトに 取り組 む ことが で きます  29。 

バ ー チャル  ブ レイクア ウト ル ーム 、文 書 の 共 同 編 集 、A I を 活 用した 洞 察 など の 機 能 により、学 習 者 が 物 理 的 な
場 所 に 関 わら ず シ ームレス に 共 同 作 業 で きる、ダイナミックな 学 習 環 境 を 作り上 げることが で きます 。 コミュニ ケ ー
ションをオンライン に 移 行 することで 、学 習 者 は プ ロジェクトの 記 録 を 整 理して お き、意 思 疎 通 の 問 題 を 最 小 限 に
することが で きます 30。 

学 習 者 が オンラインで 共 同 作 業 するた め の アクティビティは たくさん あります 。アクティビティの 提 案 や 指 示 を 生 成し
、グル ープ  ディスカッション の 質 を 向 上し、学 習 成 果 を 効 果 的 に 達 成 するた め に 、トレー ナ ー は  A I を 活 用 で きます
。学 習 者 は  A I を 活 用 することで 、グル ープ  ディスカッションを 充 実させ たり、プ ロジェクトにアイデ ア を 提 供したりする
こともで きます 31。 

Bingチャットなど の  A I ツ ー ル を 使 用して 、特 定 の 研 究 テ ー マ に 関 する資 料 を 収 集 するようにグル ープ に 依 頼 する
ことによって 、共 同 プ ロジェクトに  A I を 組 み 込 む ことが で きます 3 1 。 学 習 者 は  Microsoft スピ ーカ ー  コ ー チ など の ツ
ー ル を 使って 、グル ープ の プ レ ゼンテ ーション  スキ ル を 改 善 することもで きます 。 Microsoft スピ ーカ ー  コ ー チ からフィー
ド バックを 受 けることで 、学 習 者 は 自 分 の 得 意 なところを 特 定し、苦 手 なところを 改 善 で きます  3 2 。 

結 論として 、A I によって 共 同 学 習 は 変 革されました 。 Microsoft Teams、 Bingチャット、 Microsoft スピ ーカ ー  コ ー チ な
ど の ツ ー ル を 活 用 することで 、少 人 数グル ープ で の 魅 力 的 な ディスカッション や コラボレーションを 円 滑 に 行うことが
で きます 。この お か げ で 、学 習 者 がリア ル タイムで 積 極 的 に 参 加 する学 習 環 境 を 、トレー ナ ー は 構 築 することが で
きます 。 

トレー ナ ー 向 け 人 工 知 能 ツ ー ル ボックス  12 



 
 

 

 

 

 

3.2

包 摂 的 で アクセスしや す い 学 習
この 動 画 で は 、包 摂 的 でアクセスしや す い 学 習 を 、生 成  A I が ど のように サ ポ ートで きるか に つ い て の 概 要 を 詳し
く見 て い きます 。 あら ゆる学 習 者 が 能 力 や ニ ーズ に 関 わら ず アクセス で きる、ダイナミックで 魅 力 的 な 学 習 環 境 を
構 築 する上 で 、A I が ど のように 役 立 つ か を 学 習します 。

「Bing イメージクリエ ーター 」
を 必 ずご 視 聴ください 。 包 摂 的 で アクセスしや す い 学 習
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3.3

A I を 活 用した 包 摂 的 で アクセスしや す い 学 習
包 摂 的 でアクセスしや す い 学 習 体 験 を 作 成 するに は 、トレー ナ ー はさまざまな 学 習 者 の ニ ーズ を 区 別して 対 応 す
る方 法 を 検 討しな け れ ば なりま せん 。 区 別 に は 、学 習 者 の 準 備 状 況 、興 味 、プ ロフィー ル に 基 づ い て 学 習 パス
を 調 整 することが 含まれます 。 一 方 、対 応 に は 、能 力 に 関 わら ず、す べ て の 学 習 者 が アクセス で きるように 学 習
環 境 を 調 整 することが 含まれます 。 
学 習 教 材 へ の アクセスを 可 能 に するツ ー ル を 提 供 することによって 、A I は 学 習 者 を サ ポ ートします 。これら の ツ ー
ル に は 、音 声 の 文 字 起 こし、テキスト読 み 上 げ テクノロジ ー 、翻 訳 サ ービ ス 、画 像 の 説 明 が 含まれます 。

A I が ど のように 私 た ち の 生 活 を 豊 か にし、さまざまな 業 界 に 革 命 をもたら すことが で きるか を 以 下 に 示します 。
a. 音 声 の 文 字 起こし

Microsoft Teams に 統 合され た  A I により、会 議 や 通 話 の 文 字 起こしや 字 幕 が で きるようになりました 33。 この
機 能 は 耳 が 不 自 由 な 学 習 者 、   ADHDの ある学 習 者 、また は 騒 がしい 環 境 に いる学 習 者 にとって 便 利 で す 。
たとえ ば 、ADHD の ある学 習 者 は 会 議 後 に 音 声 の 文 字 起 こしを 簡 単 に 読 む ことが で きるの で 、リア ル タイムで
集 中 を 維 持 するプ レッシャー から 解 放されます  34。

b. コンテンツ の 読 み 上 げ
Microsoft Outlook、Microsoft Edge、Microsoft PowerPoint など の アプリケ ーション に は 、テキスト音 声 変 換 テクノロ
ジ ーを 活 用した 読 み 上 げ 機 能 が 組 み 込まれ て いるの で 、コンテンツ の 読 み 上 げ をしてもらえます 34,35。目 が 不 自
由 な 学 習 者 は 、印 刷また は 手 書 きのドキュメントの テキストを 音 声 に 変 換 で きる  Seeing A I を 利 用 で きます  36。
読 み 上 げ 機 能 は 、支 障 なく情 報 にアクセス するシ ームレス な 方 法 を 提 供 するの で 、視 覚 障 害 、A D H D 、失 読
症 、自 閉 症 の 学 習 者 に 役 立 ちます  34。

c. コミュニ ケーションの 翻 訳
多 文 化 の 学 習 者と共 に 学 習 する場 合 、学 習 を 成 功させる上 で の 課 題も生じます 。  Microsoft Translator  
は 音 声 から 音 声 へ の 翻 訳 、テキストの 読 み 上 げ 、光 学 式 文 字 認 識  (OCR) など の 形 式 で の 多 言 語 コミュニ
ケ ーションを 容 易 に する包 括 的 な 翻 訳 サ ービ ス で す 。 この サ ービ ス は   Microsoft Teams や Microsoft Outlook 
の プ ラットフォーム 内 で 、さまざまな 言 語・形 式 に わ たって 効 果 的 にコミュニ ケ ーション が で きるように 特 別 に 設 計さ
れ て います 34。
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https://azure.microsoft.com/ja-jp/products/ai-services/ai-speech
https://azure.microsoft.com/ja-jp/products/ai-services/ai-immersive-reader#overview
https://azure.microsoft.com/ja-jp/products/ai-services/ai-translator


 

 

d.音 声コマンドによる操 作
Windows や Xbox など の  Microsoft 製 品 は 、音 声 ア シスタントを 使って 簡 単 に 端 末 を 制 御 で きます 。 現 在 、
これら の 製 品 は 、身 体 的 な 制 限 の ある学 習 者 が 音 声 コ マンドを 使って 端 末 を 制 御し、簡 単 に 情 報 や サ ービ
ス にアク セス で きるように 、テキスト読 み 上 げ 機 能 を 活 用して います 3 4 。 

e. 画 像 の 説 明
Microsoft Edge、 Microsoft PowerPoint、 Seeing AIは、 Azure Computer Vision 機 能 を 活 用 するソフトウェア  ア
プリケ ーションで す 。 提 供され て いる機 能 の  1  つ に 、画 像 キャプション が あります 。 画 像 キャプションを 使うと、
画 像 の 説 明 テキストを 容 易 に 提 供 で きるの で 、盲 目 や 弱 視 など の 視 覚 障 害 の ある人 た ち の アク セシビリ
ティが 向 上します 。 画 像 の 説 明 は 、耳 で 聴 い てコンテンツ を 消 費 する人 た ち や 帯 域 幅 に 制 限 が ある人 た
ち に 代 替 手 段 を 提 供したり、検 索 エンジン 最 適 化  (SEO) を 強 化したりするという追 加 の メリットもあります 。
34 A I を 活 用したこの 機 能 は 、全 体 的 な ユ ー ザ ー  エクス ペリエンスを 向 上させ 、あら ゆる人 にとって の 包 摂 性
を 促 進します 。

f. 環 境 の 説 明
Seeing A I は 、環 境 や 人 々の 感 情 に 関 する音 声 情 報 を 提 供 することによって 、学 習 者 が 周 囲 の 状 況 を
より深く理 解 で きるように 支 援 することもで きます 。 これ により、目 が 不 自 由 な 人 た ち の アク セシビリティが 向
上し、学 習 体 験 の 間 い つ でも積 極 的 に 参 加 で きるようになります 。  3 6

パ ーソナライズされ た サ ポ ートから 革 新 的 なコミュニ ケ ーション  ソリューションまで 、A I はアクセシビリティとインク
ル ージョン に 大 きく貢 献 で きます 。 A I を 統 合 することによって 、人 々の 固 有 の ニ ーズ や 状 況 に 関 わら ず、誰
もが デ ジタ ル 世 界 に 完 全 に 参 加 で きる未 来 を 推 進 で きます 。  3 4

追 加 資 料  
学 習 の 旅 を 続 けるに は 、 以 下 にアクセスしてください 。  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/student-centered-learning/ 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/paths/teamwork-specialist/ 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/empower-every-student-with-inclusive-classroom/ 
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https://azure.microsoft.com/ja-jp/products/ai-services/speech-to-text
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/ai-services/computer-vision/overview
https://www.microsoft.com/ja-jp/ai/seeing-ai
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/empower-every-student-with-inclusive-classroom/
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/paths/teamwork-specialist/
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/student-centered-learning/


 

 
 

 

 

 
 

 

  
 

 

  

 

 
  

  
 

モジュール 4: AIを利用したトレーニング
この モ ジュー ル は 、専 門 能 力 の 開 発とトレー ニング セッションを 効 果 的 に 設 計 する際 の  A I の 利 用 に 焦 点
を 当 てて います 。 パ ーソナライズされ た 包 摂 的 な 学 習 を 作りあ げるの に 、ど のように  A I ツ ー ル を 導 入 で きるか
を 学 び ます 。 

この モ ジュー ル を 完 了 すると: 
Microsoft の  A I ツ ー ル を 活 用した 学 習 者 中 心 の レッスンを 設 計 で きます 。  
Microsoft Designer を 使って 学 習 教 材 を 作 成し、学 習 体 験 を 向 上 で きます 。

4.0

レッスン 計 画 の 作 成 :  トレーナー 向 けアクティビティ
学 習 者 中 心 の 学 習 に は 、学 習 者 が 学 習した い 内 容と方 法 が 強 調され たトレー ニング 方 法 が 含まれます 。 学
習 者 は 積 極 的 に 教 育 活 動 に 参 加 で きるの で 、自 主 性 、意 義 、批 判 的 思 考 が 向 上します 。
生 成  A I は 、いくつ か の 方 法 で 学 習 者 中 心 の 学 習 を サ ポ ートで きます 。たとえ ば 、個 々の 学 習 者 の ニ ーズ や 好
み に 合 わ せ たコンテンツ を 制 作 することにより、パ ーソナライズされ た 学 習 を 構 築 で きます 。このように 学 習 をカスタ
マイズ すると、学 習 者 の 理 解 の 促 進 に つ な がる優 れ た 教 材 を 使 えるの で 、学 習 に 興 味 を 持 ち や すくなります 。

さら に 、生 成  A I ツ ー ル は 多 様 で 魅 力 的 な 学 習 教 材 を 作 成 で きるの で 、現 在 の 教 育 的 な 取り組 み を 補 完し、
革 新 的 なトレー ニング 方 法 を 導 入 で きます 。

アクティビティ1 : Bingチャットを 使って 、学 習 者 中 心 のレッスンを
設 計 する

時間: 60 分 

タスク:
この アクティビティで は Bingチャットを 使って 、 Microsoft OneNote で メモ をとることに 慣 れ て い な い 1 9  ～  5 2  歳
の  1 5  人 の 学 習 者 のグル ープ 向 け に 、パ ーソナライズされ た 学 習 計 画 を 設 計します 。 参 加 に は 、インター ネットに
アクセス で きるコンピューターまた は モ バイル 端 末と、後 で 振り返りを 行うた め の ペンと紙 、また は 文 書 作 成ソフトが
必 要 になります 。 
学 習 設 計 は 、以 下 の 形 式 に 従ってください 。

レッスン 設 計 要 素  説 明  

学 習 目 標 問 題 を 解 決 するた め の 学 習 目 標 を 作 成してください 。学 習 目 標
は 、SMART 原 則（  Specific（ 具 体 的 ）、  Measurable（ 測 定 可 能 ）、  
Achievable（ 達 成 可 能 ）、  Relevant（ 関 連 性 の ある）、  
Time-bound（ 期 限 の ある））に 従う必 要 が あります 。  
Bingチャットで 、以 下 の プ ロンプトを お 使 いください 。 

学 習 者 中 心 の  [ テ ー マ を 挿 入 ]  のトレー ニング  セッション の 学
習 目 標 を 作 成して 。   SMART フォー マットを 使 用して 。
[ 学 習 目 標 を 挿 入 ]  という学 習 目 標 を 評 価して 。 SMART 形
式と一 致して いることを 確 認して 。
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レッスン 設 計 要 素  説 明  

事 前 評 価 の 質 問  事 前 評 価 で は 学 習 者 の 強 み 、弱 み 、予 備 知 識 、時 間 管 理 の 経
験 を 測 定します 。学 習 体 験 の パ ーソナライズ 化 を 進 めるた め の デ ー
タも提 供します 。 
Bingチャットで 、以 下 の プ ロンプトを お 使 いください 。 

[ テ ー マ を 挿 入 ]  のトレー ニング  プ ログラム 用 に 使うの に 適した
事 前 評 価 の 質 問 は  ?  
学 習 者 中 心 の  [ テ ー マ を 挿 入 ]  のトレー ニング  セッション 用 の
事 前 評 価 の 質 問 を 作 成して 。学 習 目 標 は 、 [ 学 習 目 標 を 挿
入 ]  で す 。

学 習 アクティビティ 学 習 アクティビティで は 、シ ナリオ や 問 題 、課 題 に 関 連 する積 極 的
で 有 意 義 な 例 を 使 い 、学 習 者 の 興 味 を ひく必 要 が あります 。ま
た 、学 習 者 が 本 物 の 文 脈 で 知 識とスキ ル を 実 践し、応 用 する機
会も提 供 する必 要 が あります 。これら の 学 習 アクティビティで は 、
学 習 者 が  Bingチャットや Microsoft Teams など の  A I ツ ー ル を 使
う必 要 が あります 。 
Bingチャットで 、以 下 の プ ロンプトを お 使 いください 。 

学 習 者 中 心 の  [ テ ー マ を 挿 入 ]  のトレー ニング  プ ログラム の
アクティビティの アイデ ア を 出して 。
プ ログラムを 行うの にどん な  A I ツ ー ル を 活 用 で きる  ?  
[ 使 い た い  A I ツ ー ル を 挿 入 ]  を  [ 行 い た い アクティビティを
挿 入 ]  にど のように 組 み 込 める  ?  

事 後 評 価 の 質 問  事 後 評 価 で は 、学 習 者 の 学 習 目 標 の 達 成 状 況と課 題 の 成 績
を 評 価 する必 要 が あります 。また 、フィード バックを 提 供し、学 習 者 の
成 果と課 題 を 認 識 する必 要もあります 。  
Bingチャットで 、以 下 の プ ロンプトを お 使 いください 。 

[ テ ー マ を 挿 入 ]  のトレー ニング  プ ログラム 用 に 使うの に 適した
事 後 評 価 の 質 問 は  ?  
学 習 者 中 心 の  [ テ ー マ を 挿 入 ]  のトレー ニング  セッション 用 の
事 後 評 価 の 質 問 を 作 成して 。学 習 目 標 は 、 [ 学 習 目 標 を 挿
入 ]  で す 。

振り返り 振り返りは 、課 題 に 関 連 する自 分 の 強 み 、改 善 す べ きところ 、感
情 、態 度 を 特 定 で きるように 学 習 者 を 導 きます 。この セクション は 、
学 習 者 が 将 来 の 学 習と進 歩 の 目 標 を 設 定 するの にも役 立 つ
は ずで す 。 
Bingチャットで 、以 下 の プ ロンプトを お 使 いください 。 

学 習 者 中 心 の  [ テ ー マ を 挿 入 ]  のトレー ニング  セッション の 振
り返りの 質 問 の 例 を 共 有して 。
この 質 問リストを 評 価して 。す で に 良 い 振り返りの 質 問 になって
いる  ?   [ 質 問リストを 挿 入 ] 。

評 価  評 価 は 、トレー ニング プ ログラム の 有 効 性と影 響 を 測
定 するた め の 戦 略 で す 。 
Bingチャットで 、 以 下 の プ ロンプトを お 使 いください 。 

学 習 目 標 が  [ 学 習 目 標 を 挿 入 ]  で あるトレー ニング  プ ログ
ラム の 有 効 性 を 測 定 するに は 、どん な 評 価 形 式 を 使 用 す れ
ばよい ?
評 価 を 実 施 するに は 、どん な デ ータを 収 集 す れ ばよい  ?
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以 下 の レッスン 設 計 テンプ レートを 使 用して 、トレー ニング プ ログラムを 作 成してください 。

レッスン 設 計 テンプ レート 
タイトル [ 魅 力 的 なトレー ニング のタイトル を 書 い てください 。 ]

学 習 目 標  [ SMART 学 習 目 標 を 書 い てください 。 ]  

事 前 評 価 の 質 問  [ 学 習 アクティビティのコンテキストと背 景 を 設 定 する、現 実 的 で 魅 力 的 なシ ナリオ を 書 い てく
ださい 。 ]  

学 習 アクティビティ [ 学 習 者 が 学 習 目 標 を 達 成 するの を 手 助 け する、さまざまな 戦 略とリソース が 含まれ たアク
ティビティのリストを 書 い てください 。 ]

トレー ナ ー 向 け 人 工 知 能 ツ ー ル ボックス 17



 
  

  

 

事 後 評 価  [タスクに 関 連した 知 識とスキ ル に お ける学 習 者 の 進 歩と改 善 点 を 評 価 する事 後 評 価 に つ い て 、
簡 潔 な 説 明 を 書 い てください 。 ]  

振り返りの 質 問  [ 学 習 者 が 学 習 プ ロ セスと成 果 を 評 価 で きるように 導く、振り返りの 質 問 のリストを 書 い てくだ
さい 。 ]  

評 価  [ 学 習 者 の 成 果と満 足 度 に 基 づ い て 、学 習 アクティビティの 有 効 性と影 響 をど のように 評 価 するか に つ い
て 短 い 説 明 を 書 い てください 。 ]  

振り返りの 質 問
トレー ニング プ ログラム の 設 計 で の  Bingチャットの 利 用 を 振り返るに は 、以 下 の 質 問 に 答 えてください 。

1. この 学 習 体 験 を 設 計 するの に 、あ な た は  Bingチャットをど のように 使 いました か ? どん なメリットと課
題 が ありました か ?
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2. Bingチャットによって 提 供され た 情 報 や 資 料 の 品 質と関 連 性 を 、あ な た はど のように 評 価します か ?

3. Bingチャットを 使って 学 習 体 験 を 設 計 するプ ロ セスを 通して 、あ な た はど のように 感じました か ?

4. もしあ な た が  Bingチャットを 使って い な かったら 、ど のように 変 わって いました か ?

5. あ な た のトレー ナ ーとして の 役 割 を 強 化 するに は 、このタスクから 得 たスキ ル と知 識 をど のように 応 用
で きます か  ?
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4.1 

デ ザイン 調 査 の た め の  A I :  学 習 者 向 けアクティビティ
生 成  A I は 、学 習 者 の ニ ーズと能 力 に 合 わ せ て 学 習 教 材と評 価 をカスタマイズ で きます 。そ れ により、学 習 者 が
問 題 や 課 題 に 取り組 む 際 、理 解 力とスキ ル の 発 達 が 強 化されます 。生 成  A I を 使 用 す れ ば 、臨 場 感 の ある
生 産 的 な 学 習 を 促 進して 、学 習 者 が 自 分 で 道 筋 を 描くように 促 すことが で きます 。

アクティビティ 1 : Microsoft Designer を 利 用した ポ スター の
共 同 デ ザイン 
この アクティビティで は 、パ ートナ ーと一 緒 に Microsoft Designer のコラボレーション 機 能 を 使って 、魅 力 的 で 役 に 立
つ ポスターを 作 成します 。ポスター が 完 成したら 、ソーシャル メディア で 宣 伝 することで 、閲 覧 者 からフィード バックをも
らえます 。この アクティビティで はコラボレーション、批 判 的 思 考 、問 題 解 決 、フィード バックの 機 会 を 活 用して 、協 力 的
な 学 習 者 中 心 の エコ シス テ ムを 探ります 。

ポ スター のタイトル  :   
「 仕 事 の 生 産 性 向 上 に 欠 か せ な いもの 」

時間: 60 分 

指 示 :  
1. パ ートナ ーと協 力してください 。
2. コンピューターまた はタブ レットで Microsoft Designer を 起 動して 、新しい 空 の デ ザインを 開 い てください 。 
3. ポスター の 寸 法 に 合ったスライドの サイズ を 選 択し、魅 力 的 な 背 景 を 選 択してください 。  
4. ポスター のコンテンツとレイア ウトの アイデ ア に つ い て 、パ ートナ ーとブ レインストーミングしてください 。トピックに は モ

チ ベ ーション の 管 理 、  ToDo リストの 改 善 、 気 を 散ら すもの の 排 除 など が 含まれるかもしれま せん 。  Bingチャッ
トは 、ブ レインストーミング 用 の  A I  ツ ー ル として 使 用 で きます 。  

5. Microsoft Designer を 使 い 、テキスト、 画 像 、 そ の 他 の デ ザイン 要 素 を 組 み 込 ん でください 。これら の 要 素 を
視 覚 的 に 魅 力 的 な 方 法 で 配 置してください 。  

6. Microsoft Designer のコラボレーション 機 能 を 使 い 、パ ートナ ーとリア ル タイムで ポスターを 一 緒 に デ ザインしてく
ださい 。 

7. ポスター が 完 成したら 、画 像ファイル として 保 存してください 。
8. ソーシャル メディア で ポスターを 宣 伝し、閲 覧 者 から のフィード バックとしてコメントや メッセージ をもらえるよう促して

ください 。 

トレー ナ ー 向 け 人 工 知 能 ツ ー ル ボックス  20 



 

 

 

 
   

Microsoft Designer を 初 め て 使う場 合 は 、以 下 の 手 順 に 従ってポスターをデ ザインしてください 。   

1. Microsoft Designer を 開 い て 、新しい 空 の デ ザインをクリックしてください 。 
https://designer.microsoft.com/

2. ポスター の 寸 法 に 最 適 な デ ザイン の サイズ を 選 択してください 。

3. ポスター 用 に 視 覚 的 に 魅 力 的 な 背 景 を 選 択してください 。事 前 に デ ザインされ た 背 景 から 選 択 する方 法と、  
Microsoft Designer で 利 用 可 能 な デ ザイン ツ ー ル を 使って 独 自 の 背 景 を 作 成 する方 法 の  2  つ が あります 。  
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4. ポスター に テキスト ボックスを 追 加して 、「 仕 事 の 生 産 性 向 上 に 欠 か せ な いもの 」に 関 する情 報 を 含 め てください 。
含 めるとよい かもしれ な いトピックとして は 、以 下 のようなもの が あります 。 

時 間 だ け で なくエ ネ ル ギ ーを 管 理 する
より良 い  ToDo リストを 作 成 する
気 を 散ら すもの を 排 除 する
一度に一つのことに集中する
タスクを バッチ 処 理 する

健 康 的 な 習 慣 を 優 先 する  
定 期 的 に 休 憩 を 取る
ワ ークス ペ ースを 洗 練させる
優 先 度 の 高 いタスクに 集 中 する

5. Microsoft Designer で 利 用 可 能 な デ ザイン ツ ー ル を 使 い 、テキストの 書 式 を 設 定し、目 を 引くもの
にしてください 。 

6. メッセージ を 伝 えら れるように 、ポスター に 画 像 や グラフィックスを 追 加してください 。 [Insert] タブ をクリ
ックして 、コンピューターまた は Web から 画 像 を 追 加してください 。 
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7. 結 果 に 満 足 するまで 、ポスターを 確 認して 洗 練させ てください 。

8. ここに ポスター の URL リンクを 記 入してください :

振り返りの 質 問
1. ポスター 作 成 に Microsoft Designer を 使って み て 、あ な た が 学 ん だことは 何 で す か ?

2. Microsoft Designer の  A I 機 能 は 、ポスター 作 成 の 際 にど のように あ な た を サ ポ ートしてくれました か ?

3. もしこれら の ツ ー ル が な かったとしたら 、どう変 わります か ?

4. この アクティビティから 、 仕 事 の 生 産 性 を 向 上させるの に 不 可 欠 なことは 何 だと学 び ました か  ?

5. 仕 事 の 生 産 性 に 関 する 洞 察 を 、あ な た は 私 生 活 にど のように 取り入 れます か ?
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